俊 寛 云いけ る は …… 神明 外にな し。 唯 我等が 

一念な リ。 …… 唯 仏法 を 修行して、 今度 生死 

げん ぺ いせいす いき 

を 出で 給うべし。 源平 盛衰 記 

(俊 寛) いと ど 思いの 深く なれば、 かく ぞ 思い 

つづけけ る。 「見せば やな 我 を 思わぬ 友 もがな 

磯のと まやの 柴の庵 を。」 同上 

一 

俊 寛 様の 話です か？ 俊 寛 様の 話く らい、 世間に 間 

違って 伝えられた 事 は、 まず ほかに はありますまい。 



の ほか は 昔に 変らない、 —— いや、 変らない どころ で 

はありません。 昔よりも 一層 丈夫そう な、 頼もしい 

おすが た しおかぜ ころも 

御 姿だった のです。 それが 静かな 潮風に、 法衣の 裾 を 

なみうちぎわ 

吹かせながら、 浪打際 を 独り 御出でになる、 —— 見れ 

ば 御手に は 何と 云う のか、 笹の 枝に 貫いた、 小さい 魚 

を 下げて いら つ しゃいました。 

そうず ごぼう 

「僧都の 御 房！ よく 御 無事で いらっしゃいました。 

わたしです！ 有 王です！」 

わたし は 思わず 艇け 寄りな が ら、 嬉し まぎれに ， J う 

叫びました。 

「おお、 有 王 か！」 



俊 寛 様 は 驚いた ように、 わたしの 顔 を 御覧に なり ま 

した。 が、 もう わたし は その 時には、 御主人の 膝 を 抱 

いたま ま、 嬉し 泣きに 泣いて いたのです。 

こんじょう 

「よく 来たな。 有 王！ おれ はもう 今生で は、 お前 

にも 会えぬ と 思って いた。」 

俊 寛 様 もしば らくの 間 は、 涙ぐんで いらっしゃる 

ようで したが、 やがて わたし を 御 抱き起しに なると、 

きょう 

「泣くな。 泣くな。 せめて は 今日 会った だけで も、 

ぶつ ぼさつ ごじ ひ よ 

仏 菩薩の 御 慈悲と 思う が 好い。」 と、 親の ように 慰めて 

下さいました。 

ノ J ぼ う 

「はい、 もう 泣き は 致しません。 御 房 は、 —— 御 房の 



きかい しま 

鬼界が 島の 土人と 云えば、 鬼の ように 思う 都人 じ や。 

して 見れば これ も 当てに はならぬ。」 

その 時 また 一 人 御主人に、 頭 を 下げた 女が いました。 

これ はちょう ど 榕樹の 陰に、 幼な 児 を 抱いて いたので 

うしろ さえぎ べに" そ ひとえ 

すが、 その 葉に 後 を 遮られた せいか、 紅 染めの 単衣 

を 着た 姿が、 夕明りに 浮んで 見えた ものです。 すると 

や さ えしゃく 

御主人 はこの 女に、 優しい 会釈 を 返されてから、 

「あれが 少将の 北の方 じ や ぞ。」 と、 小声に 教えて 下さ 

いました。 

わたし はさす がに 驚きました。 

「北の方と 申します と、 —— 成 経 様 は あの 女と、 夫婦 



じつぼう さ いしょう こ-つみよう むりょう さんがく むげ おくお くし ゆじょう いんどう 

主、 十方最 勝、 光明 無量、 三 学 無碍、 億 億 衆生 引導 

の 能 化、 南無 大慈大悲 釈迦牟尼 如来 も、 三十 二相 八十 

しゅこう おすが た 

種 好の 御 姿 は、 時代 ごとに いろいろ 御 変り になった。 

御 仏で ももし そうとすれば、 如何 かこれ 美人と 云う 事 

も、 時代 ごとに やはり 違う 害 じ や。 都で もこの 後 五 百 

年 か、 あるいは また 一千 年 か、 とにかく その 好みの 変 

なんばん ほくて き 

る 時には、 この 島の 土人の 女 どころ か、 南蛮 北 狄の女 

のように、 凄まじい 顔が はやる かも 知れぬ。」 

「まさか そんな 事 もあります まい。 我国ぶ リ はいつ の 

世に も、 我国ぶ りで いる 害です から。」 

「所が その 我国ぶ り も、 時と 場合で は 当てに ならぬ。 



じょ-つろ-つ とうちよ-つ みほと け いき-つつ 

たとえば 当世の 上 藤の 顔 は、 唐朝の 御 仏に 活写し 

みやこび と もろこし 

じ や。 これ は 都人の 顔の 好みが、 唐土に な ずんで い 

しょ-つ こ にんおう のち 

る 証拠で はな い か？ すると 人皇 何 代 かの 後に は、 

へきがん えびす 

碧眼の 胡 人の 女の 顔に も、 うつつ をぬ かす 時がない と 

は 云われぬ。」 

わたし は 自然と ほほ 笑みました。 御主人 は 以前 もこ 

う 云う 風に、 わたしたちへ 御 教訓な すった のです。 「変 

ら ぬの は 御 姿ば かりで はない。 御 心 もや はり 昔の まま 

だ。」 —— そう 思う と 何だか わたしの 耳に は、 遠い 都の 

かよ 

鐘の 声 も、 通って 来る ような 気がしました。 が、 御主 

人 は 榕樹の 陰に、 ゆっくり 御み 足 を 運びながら、 こん 



忘れて 居った。 牧牛の 女難 陀婆 羅、 世 尊に 乳 糜を献 じ 

奉る、 —— 世 尊が 無上の 道へ 入られる に は、 雪山 六 年 

の 苦行よりも、 これが 遥かに 大事だった のじ や。 

かのに ゆうび をと リ い の ごとく ほうしょくし しっか いじょう じんす 

『取 彼乳糜 如意 飽食、 悉皆 浄 尽。』 I I 

ぶつ ほんぎょうき よう うち ありがた 

仏 本 行 経 七 巻の 中に も、 あれほど 難 有い 所 は 沢山 あ 

そのと きぼ さ つび をし よくし すでにお わりて ざより してた つ 

る ま い。 『爾時 菩薩 食糜 已訖 従座而 起。 

あんじょうに ぜんぜん ぼだいじゅに むかう あんじょうに ぜんぜん 

安 庠漸々 向 菩提樹。』 ど う じ や。 『安 庠漸々 

ぼだいじ S にむ かう にょにん あ たんごん みみよう 

向 菩提樹。』 女人 を 見、 乳糜に 飽かれ た、 端厳 微妙の 

世 尊の 御 姿が、 目の あたりに 拝まれる ようで はない 

か？」 

俊 寛 様 は 楽しそう に、 晚の 御飯 をお しまいに なると、 



俊 寛 様 は 御文 を 御 置きに なると、 じっと 腕組み をな 

すった まま、 大きい 息 をお つきに なりました。 

「姫 はもう 十二に なった 害 じ やな。 —— おれ も 都に は 

未練 はない が、 姫に だけ は 一 目 会いたい。」 

ごしんち ゆう 

わたし は 御 心中 を 思いやりながら、 ただ 涙ば かり 

拭って いました。 

「しかし 会えぬ ものなら ば、 II 泣くな。 有 王。 いや、 

泣きた ければ 泣いても 好い。 しかし この 娑婆 世界に は、 

一 々泣いて は 泣き 尽 せぬ ほど、 悲しい 事が 沢山 ある 

ぞ。」 

うしろ くろき 

御主人 は 後の 黒木の 柱に、 ゆっくり 背中 を 御 寄せ 



になって から、 寂しそう に 御 微笑なさい ました。 

にょうぼう わか 

「女房 も 死ぬ。 若 も 死ぬ。 姫に は 一 生 会えぬ かも 知 

やかた 

れぬ。 屋形ゃ 山荘 も おれの 物で はない。 おれ は 独り 離 

れ 島に 老の来 るの を 待って いる。 —— これが おれの 今 

くげん 

のさ まじ や。 が、 この 苦艱を 受けて いるの は、 何もお 

れ 一 人に 限った 事で はない。 おれ 一 人 衆 苦の 大海に、 

ぼつ ざい ぷっ でし 

没 在して いると 考える の は、 仏 弟子に も 似合わぬ 

ぞう-じょう-まん ぞ- つじよ-つきよ-つまん は 

増長 f ス じ や。 『増長 騎隱、 

なおせ ぞく びゃくえの よろしき ところに あらず かんなん 

尚 非 世俗 白衣 所 宜。』 艱難の 多い のに 誇る 心 も、 

やはり 邪 業に は 違い あるまい。 その 心さえ 除いてし ま 

ぞくさん へんど うち 

えば、 この 粟 散 辺土の 中に も、 おれ ほどの 苦 を 受けて 



の は、 世に も 憐れに 見える かも 知れぬ。 が、 広い 

らくちゅうら くがい 

洛中 洛外、 無量 無数の 盲人 どもに、 充ち 満ちた 所を眺 

めたら、 —— 有 王。 お前 はどうす ると 思う？ おれな 

らば まつ 先に ふき 出して しまう ぞ。 おれの 島流し も 同 

じつぼう へんまん 

じ 事 じ や。 十 方に 遍満 した 俊 寛 どもが、 皆た だ 一 人 流 

された ように、 泣きつ 喚きつ している と 思えば、 涙の 

中に も 笑わずに はいられぬ。 有 王。 三界 了 心と 知った 

上 は、 何よりも まず 笑う 事 を 学べ。 笑う 事 を 学ぶ ため 

せ そん ご しゅっせい 

に は、 まず 増長 慢を 捨てねば ならぬ。 世 尊の 御 出世 は 

しゅじよ-つ 

我々 衆生 に、 笑う 事 を 教えに 来られた のじ や。 

だい はつね はん おんとき まか かしょう 

大般 涅槃の 御 時に さえ、 摩 詞伽葉 は 笑った ではない 



余り、 飯 を 食う 気 さえ 起らなかった。」 

「しかし 都の 噂で は、 II 」 

さえぎ 

わたし は 御言 葉 を 遮 りました。 

そうず ごぼう むねと 

「僧都の 御 房も宗 人の 一人に、 おなりに なった とか 云 

う 事です が、 —— 」 

「それ はそう 思う に違いない。 成 親の 卿 さえ 宗 人の 一 

人に、 おれ を 数えて いた そうじゃから、 —— しかしお 

じょうかいに ゆうどう よ 

れは宗 人で はない。 浄海 入道の 天下が 好い か、 成 親 

の 卿の 天下が 好い か、 それさえ おれに はわから ぬ ほど 

じ や。 事によると 成 親の 卿 は、 浄海 入道より ひがんで 

いる だけ、 天下の 政治に は 不向き かも 知れぬ。 おれ は 



つる まえ - つえ わらわ 

形に は、 鶴の 前と 云う 上 童が あった。 これが いかな 

る 天魔の 化身 か、 おれ を 捉えて 離さぬ のじ や。 おれの 

一生の 不仕合わせ は、 皆 あの 女が いたば かりに、 降つ 

て 湧いた と 云うても 好い。 女房に 横面 を 打 たれた の も、 

鹿ケ 谷の 山荘 を 仮した の も、 しまいに この 島へ 流され 

たの も、 II しかし 有 王、 喜んでく れい。 おれ は 鶴の 

むほん むねと 

前に 夢中に なっても、 謀叛の 宗 人に はならなかった。 

にょにん まれ 

女人に 愛楽 を 生じた ためし は、 古今の 聖者に も 稀で は 

まとう ぎ やによ あなん そんじゃ 

ない。 大 幻術の 摩 登 伽 女に は、 阿難 尊者 さえ 迷わせら 

リ ゆうじ ゆ ぼさつ ぬす 

れた。 竜樹 菩薩 も 在俗の 時には、 王宮の 美人 を 偸む た 

おんぎよう 

めに、 隠 形の 術を修 せられた そうじゃ。 しかし 謀叛 



一本 流す が 好い。 その上 康頼は 難 有そう に、 千 本の 

卒塔婆 を 流す 時で も、 始終 風向き を 考えて いた ぞ。 い 

つか おれ は あの 男が、 海へ 卒塔婆 を 流す 時に、 

きみょう ちょうらい くまの さんしよ ごんげん ひよ しさんおう おうじ 

帰 命 頂 礼 熊 野 三 所の 権現、 分けて は 日吉山 王、 王子の 

けんぞく かみ ぼんてんた いしゃく しも けんろう じしん 

眷属、 総 じて は 上 は 梵天 帝釈、 下 は 堅牢 地 神、 殊に は 

ないかい げかい リ ゆうじん はちぶ おう ご まな じリ とな 

内海 外海 竜神 八 部、 応 護の 眦 を 垂れさせ 給えと 唱え 

あと にしかぜ だいみ ようじん くろしお ごんげん 

たから、 その 跡へ 並びに 西風 大明 神、 黒潮 権現 も 守ら 

せ 給え、 謹 上 再 if とつけ て やった。」 

「悪い 御 冗談 をなさい ます。」 

わたし もさす がに 笑い出しました。 

「すると 康頼は 怒った ぞ。 ああ 云う 大嗔恚 を 起す よう 



おうし s うなと リ のこお リ かさじ ま さ え 

これ は 岩 殿に は 限らぬ。 奥州 名 取 郡 笠 島の 道祖 は、 

かもが わら ほと リ 

都の 加 茂 河原の 西、 一条の 北の 辺に 住ませられる、 

いずも じ さえ おんむ すめ 

出 雲 路の道 祖の御 娘 じ や。 が、 この 神 は 父の 神が、 ま 

むこ あきゅうど いもせ ちぎり 

だ 知 耳の 神 も 探されぬ 内に、 若い 都の 商人と 妹 背の 契 

を 結んだ 上、 さっさと 奥へ 落ちて 来られた。 こうな つ 

て は 凡夫 も 同じで はない か？ あの 実 方の 中将 は、 こ 

の 神の 前 を 通られる 時、 下馬 も 拝 もされなかった ばか 

りに、 とうとう 蹴 殺されて おしまい なすった。 こう 云 

う 人間に 近い 神 は、 五 塵 を 離れて いぬの じ やから、 何 

を 仕出かす か 油断 はならぬ。 このためし でも わかる 通 

り、 一 体 神と 云う もの は、 人間離れ をせ ぬ 限り、 崇め 



ろと 云えた 義理で はない。 —— が、 そんな 事 は 話の 

えだは やすよ リ 

枝葉 じ や。 康 頼と 少将と は 一 心に、 岩 殿 詣でを 続け 出 

くまの わかの うら 

した。 それ も 岩 殿 を 熊 野に なぞらえ、 あの 浦 は 和歌 浦、 

この 坂 は 蕪 坂 なぞと、 一 々名 をつ けて やる のじ やから、 

わらべ ししが リ 

まず 童た ちが 鹿 狩と 云って は、 小犬 を 追い まわす の 

おとなし たき 

も 同じ 事 じ や。 ただ 音 無の 滝 だけ は 本物よりも ずっと 

大きかった。」 

きず い 

「それでも 都の 噂で は、 奇瑞が あつたと か 申して いま 

I 、、ゝ ■ 

す 力 」 

けちがん 

「その 奇瑞の 一 つ はこう じ や。 結願の 当日 岩 殿の 前に、 

ほっせ たむ あお 

二人が 法 施 を 手 向けて いると、 山風が 木々 を 煽った 



ひょうし つばき 

拍子に、 椿の 葉が 二 枚 こぼれて 来た。 その 椿の 葉に 

あと 

は 二 枚と も、 虫の 食った 跡が 残って いる。 それが 一 つ 

に は 帰 雁と あり、 一 つに は 二と あった そうじゃ。 合せ 

て 読めば 帰 雁 二と なる、 —— こんな 事が 嬉しい のか、 

とくとく 

康頼は 翌日 得々 と、 おれに も その 葉 を 見せ なぞした。 

きがん 

成程 二と は 読めぬ でもない。 が、 帰 雁 はいかに も 無理 

じ や。 おれ は 余り 可笑しかった から、 次の 日 山へ 行つ 

た 帰りに、 椿の 葉 を 何枚 も 拾って 来て やった。 その 葉 

さわ 

の 虫食い を 続けて 読めば、 帰 雁 一 一 どころ の 騒ぎで はな 

みょうにち きらく きょ もリ おうし 

い。 『明日 帰洛』 と 云う の も ある。 『清 盛 横死』 と 云う 

お-つじよう 

の も ある。 『康頼 往生』 と 云う の も ある。 おれ は さぞ 



どちらが 好い か はおれに も わからぬ。」 

「成 経 様 御 一人 だけ は、 御 妻子 もあった そうです から、 

まギ J 

御 紛れになる 事 も ありました ろうに。」 

「ところが 始終 蒼い 顔 をして は、 つまらぬ 愚痴ば かり 

こぼして いた。 たとえば 谷間の 椿 を 見る と、 この 島に 

は 桜 も 咲かない と 云う。 火山の 頂の 煙 を 見る と、 この 

島に は 青い 山 もない と 云う。 何でも そこに ある 物 は 云 

わずに、 ない 物 だけ 並べ立て ている のじ や。 一度 なぞ 

いそやま つ わ つ 

はおれと 一し よに、 磯山へ 棄吾を 摘みに 行ったら、 あ 

あ、 わたし はどう すれば 好い のか、 ここに は 加 茂 川の 

流れ もない と 云うた。 おれが あの 時 吹き出さなかった 



もうた。 もし 少将の 云うよう に、 何も わからぬ おれ 

じ やったら、 気 も 沈まずに すんだ かも 知れぬ。 しかし 

おれに はわ かってい るの じ や。 おれ も 一時 は 少将の よ 

うに、 眼の 中の 涙 を 誇った ことがある。 その 涙に 透か 

に よ - つぼ -っ 

して 見れば、 あの 死んだ 女房 も、 どのくらい 美しい 女 

に 見えた か、 —— おれ はそんな 事 を 考える と、 急に 少 

将が 気の毒に なった。 が、 気の毒に なって 見ても、 

可笑しい もの は 可笑しい ではない か？ そこで おれ は 

笑いながら、 言葉 だけ は 真面目に 慰めよう とした。 お 

れが 少将に 怒られた の は、 跡に も 先に も あの 時 だけ 

じ や。 少将 はおれが 慰めて やる と、 急に 恐し い 顔 をし 



に、 毎日 寂し ゆうて ならなかった。」 

-っ わさ じ 

「都の 噂で は 御 寂しい どころ か、 御 歎き 死に もな さ 

リ 兼ねない、 御容 子だった とか 申して いました。」 

こまごま 

わたし は 出来るだけ 細々 と、 その 御 噂 を 御 話し まし 

た。 琵琶 法師の 語る 言葉 を 借りれば、 

「天に 仰ぎ 地に 俯し、 悲しみ 給え どかい ぞ なき。 …… 

なお とも づな たけ 

猶も 船の 纜 に 取りつ き、 腰に なり 脇に なり、 丈の 及 

ぶ ほど は、 引かれて おわし ける が、 丈 も 及ばぬ ほどに 

むな なぎさ これぐ 

もな リ しかば、 また 空しき 渚に 泳ぎ 返り、 …… 是 具し 

て 行け や、 我 乗せて 行け やとて、 おめき 叫び 給え ども、 

漕ぎ 行く 船の ならいに て、 跡 は 白浪ば かりなり。」 と 云 



い。 —— 一体 あの 時 おれの 所へ、 船の はいった の を 知 

らせ たの は、 この 島に いる 琉球人 じ や。 それが 浜べ 

から 飛んで 来る と、 息 も 切れ切れに 船々 と 云う。 船 は 

まず わかった ものの、 何の 船が はいって 来たの か、 そ 

の ほかの 言葉 は さっぱり わからぬ。 あれ は あの 男もう 

ろた えた 余り、 日本語と 琉球 語と を 交る 交る、 饒舌つ 

ていたのに 違い あるまい。 おれ は ともかくも 船と 云う 

から、 早速 浜べ へ 出かけて 見た。 すると 浜べ に はいつ 

お ぉぜ 、/ ほばしら 

のまに か、 土人が 大勢 集って いる。 その上に 高い 帆柱 

の あるの が、 云う まで もない 迎 いの 船 じ や。 おれ も そ 

の 船 を 見た 時には、 さすがに 心が 躍る よ うな 気が した。 



やすよ リ 

少将 ゃ康頼 はおれより 先に、 もう 船の 側へ 艇 けつけ て 

いたが、 この 喜びよう も 一通りで はない。 現に あの 琉 

球 人 なぞ は、 二人とも 毒蛇に 嚙 まれた 揚句、 気が狂つ 

たの かと 思うた くらい じ や。 その内に 六波羅 から 使に 

たんの さえ もんの じょう もとやす しゃめん 

立った、 丹 左 衛門尉 基 安 は、 少将に 赦免の 教書 を 渡し 

た。 が、 少将の 読む の を 聞けば、 おれの 名前が はいつ 

ていない。 おれ だけ は 赦免に ならぬ のじ や。 —— そう 

思った おれの 心の中に は、 わずか 一 弾 指の 間 じ やが、 

いろいろの 事が 浮んで 来た。 姫 や 若の 顔、 女房の 罵 

きょうごく やかた てんじく そう リ そくり きょうだい 

る 声、 京 極の 屋 形の 庭の 景色、 天竺の 早 利即利 兄弟、 

しんたん いちぎょう あじゃ リ さね かた あそん 

震旦の 一 行阿闍 梨、 本朝の 実 方の 朝臣、 II とても 一 々 



知る 害がない。 が、 天下 は 思いの ほか、 おれの 議論に 

応ずる かも 知れぬ。 —— 高 平 太 は そこ を 恐れて いるの 

じ や。 おれ はこう 考えたら、 苦笑せ ずに はいられな 

かった。 山門 や 源氏の 侍 どもに、 都合の ゆい 議論 を 

掃え るの は、 西 光 法師な どの 嵌り 役 じ や。 おれ は眇 

たる 一平 家に、 心 を 労す る ほど 老耄れ はせ ぬ。 さっき 

もお 前に 云うた 通り、 天下 は 誰でも 取って いるが ゆい。 

きょ-つもん つる まえ あんど 

おれ は 一巻の 経文の ほかに、 鶴の 前で も いれば 安堵 

している。 しかし 浄海 入道に なると、 浅学 短 才の悲 

しさに、 俊 寛 も 無気味に 思うて いるの じ や。 して 見れ 

ば 首で も 刎ねられる 代りに、 この 島に 一 人 残される の 



くち は 

へ 帰りた さに、 狂い まわった なぞと 云う 事 も、 口の端 

へ 上らずに すんだ かも 知れぬ。」 と、 仕方がな さそう に 

おっしゃる のです。 

のち かくべ つ 

「しかし その後 は 格別に、 御 歎きな さる 事はなかった 

のです か？」 

「歎いても 仕方 はないで はない か？ その上 時の たつ 

内に は、 寂し さも 次第に 消えて 行った。 おれ は 今では 

こしん うち ほんぶつ じど そくじょ うど 

己 身の 中に、 本 仏 を 見る より 望み はない。 自土即 浄土 

だいかんぎ ほのお 

と 観じ さえ すれば、 大 歓喜の 笑い声 も、 火山から 炎 の 

ほどば し わ 

迸 るよう に、 自然と 湧いて 来なければ ならぬ。 おれ 

じり-き 

は どこまでも 自力の 信者 じ や。 —— おお、 まだ 一 つ 忘 



人悠々 と、 御 暮らしに なって いる 事でしょう。 事に よ 

リ ゆうきゅう いも みほと け 

ると 今夜 あたり は、 琉球芋 を 召し 上りながら、 御 仏 

の 事 や 天下の 事 を 御 考えに な つ ている かも 知れません。 

そう 云う 御 話 はこの ほかに も、 まだいろ いろ 伺って あ 

るので すが、 それ はまたい つか 申し上げましょう。 

(大正 十 年 十二月) 



底本： 「芥川龍之介 全集 4」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1987 (昭和 S) 年 ー 月 日 第 ー 刷 発行 

1993 (平成 5) 年匸 月お 日 第 6 刷 発行 

底本の 親 本" 「筑摩 全集 類聚 版 芥川龍之介 全集」 筑摩書 

房 

1971 (昭和^) 年 3 月 $1971 (昭和^) 年：： 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. j.utiyama 

校正 ： かとう かおり 



1998 年匸月 S 日 公開 

2004 年 3 月 9 日 正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ— ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



